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森
鴎

外

『
審
美
論

』
と
本
保
義

太
郎
筆
録

「美

学
」

ノ
ー
ト

坂

井

健

は
じ
め

に

一

本
保
義
太
郎
ノ
ー
ト

二

『
審
[美
綱
領
』
と
の
比
較

三

『
審
美
論
』
と
の
比
較

お
わ
り

に

森
鴎
外
は
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
嘱
託
と
し

て
東
京
美
術
学
校
で

「美
学
及
び
美
術
史
」
を
講
じ
た
が
、
こ

れ
ら
の
筆
録
ノ
ー
ト
が
残

っ
て
い
て
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
が

な
さ
れ
て
い
な
い
た
め

研
究
が
遅
れ
て
い
て
、
『審
美
綱
領
』

と
ほ
ぼ
同
内
容
と
す
る

資
料
紹
介
時
の
評
価
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ノ
ー

ト
と

『審
美
綱
領
』
及
び

『審
美
論
』

と
の
冒
頭
部
分
を
比
較

し
た
。
そ
の
結
果
、
ノ
ー
ト
は

『審
美

綱
領
』
と
内
容
の
上
で

対
応
を
示
す
も
の
の
、
『審
美
綱
領
』
だ
け
で
は
説
明
で
き
な

い
要
素
を
多
く
持

っ
て
お
り
、
そ
れ
は

『審
美
論
』
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
か
つ
、
本
ノ
ー
ト

の
信
用
性
の
高
さ

・
資
料
と
し
て
の
重
要
性
も
立
証
さ
れ
た
。



は
じ
め
に

森
鴎
外
は
、
明
治
二
十
九
年

か
ら
三
十
二
年
ま
で
嘱
託
と
し
て
東

京
美
術
学
校
で

「美
学
及
び
美
術
史
」
を
講
じ
た
が
、
こ
れ
ら
の
筆

録
ノ
ー
ト
が
残

っ
て
い
て
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
既
に
二
十
年

　こ

近
く
前

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
東
京
美
術
学
校

に
在
籍

し
て
い
た
本
保
義
太
郎

(明
治
三
十
四
年
彫
刻
科
卒
)
の
筆
録
ノ
ー

ト
で
、

「森
鴎
外
氏
講
義
、
美
学
、
巻
之

一
～
五
」
、
「
西
洋
美
術
史
、

上
古
巻
、
中
古
巻
、
近
世
巻

一
、
二
」
(富
山
県
立
近
代
美
術
館
所

蔵
)
で
あ
り
、
明
治
三
十
年
か
ら
三
十

一
年
ま
で
の
講
義
を
筆
録
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

「
西
洋
美
術
史
」
講

義
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
吉
田
千
鶴
子
氏

に
よ
る
翻
刻
が
す
で
に
な

　
　
　

さ

れ

て

い

る
が

、

美

学

に

つ

い
て

は

、

「
「
美

学

」

に

つ

い

て

は

『
審

マ
マ

美
綱
領
』

(森
鵬
外

・
大
村
西
崖
同
編
、
前
出
)
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
の
で
、
講
義
内
容
は
よ
り
正
確

に
把
握

で
き
る
。
L
と
吉
田
氏
が

述
べ
る
よ
う
に
、
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
い
ま
だ
に
翻

刻
が
な

さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
資
料
の
紹
介
後
も
、
こ
の
ノ
ー

ト
に
触

れ
た
論
は
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
管
見
に
入

っ
た
限

　さ

り
で
は
、
目
野
由
希
氏
の
論
を
見
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
目
野
氏

の
論
も
、
鴎
外

の
史
伝
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

五
巻
あ
る
ノ
ー
ト
の
う
ち
氏

の
論
点
に
関
わ
る
第
四
巻

に
言
及
が
集

中
し
て

い
る
。
か
つ
ま
た
、
目
野
氏
の
論
及
す
る
第
四
巻
部
分
ま
で

は
、
鴎
外

に
よ
る

『審
美
論
』
(明
治
二
十

五
年
～
六
年
)

の
翻
訳

が
進
ん
で
い
な
い
た
め
だ
ろ
う
が
、
比
較

の
対
象
と
な

っ
て
い
な
い

た
め
、
『審
美
綱
領
』

(明
治
三
十
二
年
、
大

村
西
崖
と
の
共
編
)
と

そ

　

同

一
の
内
容
と
す
る
資
料
紹
介
者

の
見
解

が
踏
襲

さ
れ

て
お
り
、

『審
美
論
』
と
ノ
ー
ト
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な

い
。こ

の
ほ
ど
富
山
県
立
近
代
美
術
館
の
ご
協
力
に
よ
り
、
貴
重
な
資

料

を
拝
見
す

る
機
会
を
得

た
。
本
稿

で

は
、
『審
美
論
』
冒
頭

の

「美

の
所
在
」
を
中
心
に
ノ
ー
ト
と

『審

美
綱
領
』
及
び

『審

美

論
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見

て
ゆ
く
。

[

本
保
義
太
郎
ノ
ー
ト

い
う
ま
で
も
な
く

『審
美
論
』
は

ハ
ル
ト

マ
ン
の

『美

の
哲
学
』

(E
d
u
ar
d

v
o
n

H
ar
tm
a
n
n

"P
h
ilo
s
o
p
ie
d
es
S
ch
o
en
en
"

ド゚。
°。刈
)
を
鴎
外
が

『
め
さ
ま
し
草
』
紙
上
で
明
治
二
十
五
年
か
ら
六

年

に
か
け
て
訳
出
し
、
第

一
巻
四
百
九
十
頁

の
う
ち
、
冒
頭
五
十
八

頁
を
訳
出
し
て
中
絶
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『審
美
綱

領
』
は
大
村
西
崖
と
の
共
編
で
、
明
治
三
十

二
年
春
陽
堂
か
ら
発
行

さ
れ
た
単
行
本
で
あ
り
、
「綱
領
」
と

い
う
名
が
示
す
と
お
り
、
膨

大
な

『美
の
哲
学
』

二
巻
全
体
の
梗
概
、
要
点
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

『審
美
論
』
は
、
当

然
、
『審
美
綱
領
』
の
冒

頭
の
内
容
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

『審
美
綱
領
』
で
は
、
ご

.
　
.
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く
簡
略

な
記
述
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

さ
て
、
本
保
義
太
郎

の
ノ
ー
ト
を
こ
の
両
者

の
中
に
置

い
て
み
る

時
、
ど

の
よ
う
な
性
格
を
示
す
だ
ろ
う
か
。

『審

美
論
』
冒
頭

の

「美
の
所
在
」
の
内
容
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
ノ

ー
ト
の
記
述
は
、

ノ
ー
ト
巻
之

一
冒
頭
近
く
の
次
の
部
分
で
あ
る
。

な
お
、

ノ
ー
ト
に
は
現
在
の
字
体
で
い
う
と
旧
字
体
と
新
字
体
と
に

あ
た
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
新
字
体
で
表
記
す
る
。

ま
た
、

「コ
」
は

「
コ
ト
」
と
し
、
判
読
不
能

の
文
字
は
口
で
表
記

し
た
。
)

主
観

「
サ
ブ
ジ

ェ
ク
チ
ィ
ブ
」
ω
二
豆
Φ
o口
く
Φ

客
観

「ヲ
ブ
ジ

ェ
ク
チ
ィ
ブ
」
○
豆
Φ
o江
く
①

主
観
ト
称

ス
ル
ハ
我

二
関
係
ス
ル
方

ヨ
リ
見
ル
者

ニ
シ
テ
客
観

ト

ハ
我

二
対
ス
ル
方
即
チ
彼
レ
ニ
於
ケ
ル
カ
如
シ
恰
モ
自
-
他

此
-
彼
ト
ノ
如
シ
故

二
或

ハ
此

レ
ヲ
此
観
ト
彼
観
ト
モ
称
セ
リ

而

シ
テ
此
ノ
我
ト
彼
ト
ノ
間
ヲ
区
画
ス
ル
者

ハ
即
其
五
官

ニ
ヨ

リ
テ
此
間
ヲ
取
次
キ
テ
吾
人

二
知
ラ
シ
ム
ル
ナ
リ
此
二
者

ハ
直

ク
美
ト
云
フ
者
ノ
解
釈
上
大

二
進
行
セ
シ
ム
是

二
美
ナ
ル
者
ノ

主

観

ニ
ア
ル
カ
客
観

ニ
ア
ル
カ
ヲ
問

ハ
ン
然
ラ

バ
先
ツ
美

ハ
人

問

ノ
五
官
ナ
ク
シ
テ
其
自
然
ヲ
見

コ
ト
ヲ
能

ハ
サ
ル
可
シ
左
ス

レ

ハ
義

ハ
無

論

主
観

ニ
シ
テ
猶
光

線

ノ
物

体

二
来

リ

テ

(eth
e
r
イ
テ
ル
顳
気
)
相
映

ユ
ル
モ
視
感
ナ
ク
ン
ハ
其
美
ノ

何
タ
ル
カ
ヲ
知
ラ
サ
ル
カ
如
シ
又
実
質

ハ
机
ノ
如
キ
数
多
分
子

ヨ
リ
成
立

セ
ル
極
微

エ
ト
ム
A
to
m

様
々
ナ

ル
原
子
ノ
種
々

二
密
合

シ
或

ハ
配
列
ノ
具
合

ニ
ョ
リ
テ
我

レ
ハ
之
レ
ヲ
種
々

二

区
分

シ
又
音
楽
ノ
空
気
振
動
等
於
ケ
ル
視
感
或

ハ
聴
感
等

ノ
官

能

ニ
ョ
リ
テ
美
ト
ス
ル
ナ
リ
若
シ
官
能

ヲ
具
備
セ
サ
ル
我
ナ
ク

ン
ハ
焉

ニ
ソ
其
美
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ン
故

二
美

ハ
主
観

二
存
ス

ル
ト
思
顧

ス
ル
ナ
ラ
ン
乎
併

シ
此
ノ
如

キ
判
断

ハ
決

シ
テ
其
正

鵠
ヲ
得
シ
モ
ノ

ニ
非
サ
ル
ナ
リ
若
シ
主
観
力
美
ヲ
作
リ
我

レ
ヲ

シ
テ
成
立
セ
シ
ム
コ
ト
ヲ
占
有
ス
ル
ナ

ラ
バ
我
々

ハ
或
物
ヲ
見

ル
度
其
刻
々
美
ヲ
造
ラ
ン
カ
主
観

ハ
美

ヲ
作

レ
リ
ト
ス
レ
ハ
我

ヨ
リ
他
ナ
キ
ト
セ
ン
然
ル
ニ
爰

一ニ

ノ
絵
画
ヲ
以
テ
例
セ
ン
先

ツ
絵
画

ハ
作
者

モ
其
美
ヲ
ハ
感

シ
又
他

ノ
衆
人
モ
共

二
其
美
ヲ

感
セ
シ
ム
而
シ
テ
作
者

ニ
テ

ハ
時
日

ト
非
常

ノ
脳
力
ヲ
以
テ
製

作

セ
シ
モ
画
ヲ
見
ル
コ
ト

ハ
他
ノ
傍
観
者
ト
全
シ
ク
其
美
ヲ
覚

エ
シ
ム
ル
ナ
リ
若
シ
美
ヲ
感
シ
テ
其
都

度

二
作
ル
ナ
ラ

バ
此
如

キ

コ
ト
ナ
キ
ナ
リ

一
体
絵
画

ハ
其
実

質
上
ヲ
見

ル
ニ
種
々
絵
ノ

旦
ハ粉
末
ヲ
附
着
セ
シ
ナ
リ
而
シ
テ
是

レ
ニ
対
ス
ル
ト
美
ヲ
感

セ

シ
ム
ル
様

二
成

レ
リ
所
力

一
人
ノ
作
者
造
リ
他
ノ
人

ハ
亦
脳
力

マ
マ

ト
時
日
ヲ

ハ
用

エ
ス
シ
テ
其
美
ヲ
感

セ
シ
ム
ナ
リ
故

二
美

ハ
主

観
ノ
ミ

ニ
非
ス
シ
テ
客
観

二
主
観
ヲ
シ
テ
其
美
ヲ
感
セ
シ
ム
ル

要
約

(約
束

コ
ン
デ
チ
オ
ン
o
oづ
9
菖
o
⇒
)
ヲ
具
セ
ン
者
ナ
リ

即
チ
美

ハ
主
観
ヲ
用
ヰ
テ
客
観
ヲ
シ
テ
其
美
ヲ
感
得

セ
シ
ム
ル

00　



所

ノ
要
約
ヲ
旦
ハセ
シ
ム
ナ
リ

猶
砂
糖
屋

二
行
キ
テ
砂
糖
ヲ
買
求
ス
ル
ハ
其
砂
糖
ノ
甘
ク
シ
テ

砂
糖
ノ
水

二
溶
解
シ
テ
我
レ
ニ
甘
味

ヲ
感
セ
シ
ム
ル
所
ノ
要
約

ヲ
買
求

ス
ル
者

ニ
シ
テ
啻
ミ
其
白
色

ノ
粉
末
ヲ

ハ
買
フ
ニ
非
ラ

サ

ル
ナ
リ
故

二
美
モ
亦
然
リ
絵
画
ノ
美
又
名
作

ハ
紙
及
材
料
等

ヲ
論
ス
ル
ニ
非
ラ
ス
主
観
ヲ
以
テ
ロ
ロ
ロ
美
ヲ
覚

エ
シ
ム
ル
コ

ト
ヲ
需
ム
ル
ナ
リ

故

二
絵
画

ハ
我
々

二
美
ヲ
感
セ
シ
ム
ル
手
形
ト
謂
フ

ヘ
シ

な
お
、
上
段
の
欄
外
に
本
文
の
内
容
に
対
応
す
る
よ
う
に

「美

ハ

主
観

ニ
ア
ル
カ
客
観

ニ
ア
ル
カ
」
「客
観
存

ス
ル
ノ

一
」
「美

ハ
客
観

二
存
ス
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

こ
の
部
分
は
、
ノ
ー
ト
冒
頭
の
序
論
、
そ
れ
に
次
ぐ

「官
能
」
に

続
く
部
分
で
あ
る
。
序
論
で
は
、
美
の
解
釈
は
多
様
で
あ
る
か
ら
、

ま
ず
、
美
学
で
使
う
用
語
に
つ
い
て
説
明
す
る
旨
の
断
り
が
あ
り
、

次
で

「官
能
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

引
用
箇
所
は
、
「主
観
、
客
観
」
と
い
う
用
語
を
解
説
す
る
た
め
の

部
分

で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
「美

ハ
主
観

ニ
ア
ル
カ
客
観

ニ
ア

ル
カ
」

と
い
う
上
覧
書
き
込
み
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
『審
美
論
』

で
は

「美

の
所
在
」
、
『審
美
綱
領
』

で
は

「美
の
能
変
、
所
変
」
と

概

ね
対

応
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
「主
観
、
客
観
」
の
解
説

に
な

っ

て
い
る
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
の
項
目
に
該
当
す
る

『審
美
論
』

の

「美
を
担
ひ
た
る
主
象
」、
『審
美
綱
領

』
の

「美

の
現
象
」
内
容

も
含
ん
で
い
る
。

若
干
内
容
が
取
り
難
い
部
分
も
あ
る
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容

を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
主
観
と
は
客
観
と
は
、
自
と
他
、
あ

る
い
は
、
此
と
彼

の
関
係

に
当
た
る
。
②
両
者

の
間

に
は
五
官
が
あ

っ
て
、
五
官
が
客
観
を

我
々
に
伝
達
す
る
。
③
主
観
と
客
観
と
い
う
考
え
方
は
美
に
つ
い
て

の
考
え
を
進
歩
さ
せ
た
。
④
美
が
ど
こ
に
存
在
す
る
か
と
い
う
と
、

五
官
が
な
け
れ
ば
外
界
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
、
主
観
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
光
線
が

「瀬
気
」

(
エ
ー
テ
ル
)

(当
時
、
空

間

に
存
在
し
て
光
線
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
媒
介
。
現
在

の

エ
ー
テ
ル
と
は
別
。
坂
井
注
)
を
介
し
て
や

っ
て
来
て
も
、
視
覚
が

な
け
れ
ば
美
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑥
外
界
は
分
子
や
原
子
か

ら
な
る
。
⑦
視
覚
に
よ

っ
て
美
を
感
じ
る
場
合
と
聴
覚
に
よ

っ
て
美

　　
　

を
感
じ
る
場
合
と
に
分
け
ら
れ
る
。
⑧
感
覚
を
備
え
た
我
が
無
け
れ

ば
美
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
、
美
は
主
観
に
存
在
す
る
よ

う
に
思
え
る
が
、
こ
れ
は
正
し

い
考
え
方

で
は
な
い
。
⑨
主
観
だ
け

が
美
を
造
り
、
我
に
美
を
成
立
さ
せ
る
働
き
を
占
有
し
て
い
る
と
す

る
な
ら
ば
、
我

々
は
物
を
見
る
時
々
刻
々

に
美
を
造
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
主
観
こ
そ
が
美
を
造
る
と
す
る
な
ら
自
分
以
外
に
美

　ゑ

を
造
り
出
す
存
在
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑩
絵
画
で
は
作
者

も
鑑
賞
者
も
同
様

の
美
を
感
じ
る
は
ず
だ

が
、
作
者
は
時
間
と
労
力
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を
か
け

て
い
る
の
に
、
鑑
賞
者

に
は
そ
れ
が
な

い
。
主
観
が
時
々

刻
々
美
を
造
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
ら
な
い
。

(し
た
が

っ
て
、
主
観
だ
け
が
美
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。)
⑪
絵
画
と
は
絵

の
旦
ハの
粉
末
を

つ
け
て
見
る
人
が
美
を
感
じ

る
よ
う

に
造

っ
た
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
作
者
が
時
間
を
か
け
て
造

っ

た
美
を
鑑
賞
者
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
⑫
だ
か
ら
、
美
は

主
観
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
主
観

に
美
を
感
じ
さ
せ
る
条
件
を
客

観
物
に
備
え
た
も
の
だ
。
⑬
す
な
わ
ち
、
美
は
主
観
を
使

っ
て
美
を

　ヱ

感
じ
さ
せ
る
条
件
を
客
観
に
備
え
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
⑭
砂
糖
を

買
う

の
は
、
甘
み
を
感
じ
さ
せ
る
条
件
を
備
え
た
も
の
を
買
う
の
で

あ

っ
て
、
白

い
粉
末
を
買
う
の
で
は
な

い
。
⑮
絵
画
を
論
ず
る
の
も

材
料
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
主
観
に
美
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
る

の
だ
。
⑯
だ
か
ら
、
絵
画
は
美
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
の
手
形
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。

二

『審
美
綱
領
』
と
の
比
較

こ
の
部
分
に
該
当
す
る

『審
美
綱
領
』
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

A
美
の
能
変
、
所
変

美

の

詮

義

(概

念
)
O
o
⇒
o
Φ讐
同8

は
、
能

変

(主

観
)

S
u
b
jec
t
と
所
変

(客
観
)

○
豆
①
9

と
を
待
ち
て
、
初
め
て

成
立
す
る
も
の
な
り
。

尋
常

の
言
説
に
、
某
の
物
は
美
な

り
と
い
ふ
。
こ
〉
に
某
の

物
と
称
せ
ら

〉
は
即
ち
所
変
な
り
。

さ
れ
ぼ
所
変
即
美
な
り
と

い
ふ
義
に
当
れ
ど
も
、
よ
く
所
変
の
性
質
を
研
究
す
る
に
、
或

は
幾
個
の
極
微
よ
り
成
り
、
或
は
甚
麼

の
運
動
を
為
す
の
み
。

そ
の
極
微
と
運
動
と
は
美
な
る
に
あ
ら
ず
。

故
に
、
某
の
物
美
な
り
と
い
ふ
は
、
某
の
物
、
或
性
を
具
し

て
美
を
感
ぜ
し
む
る
約
束
を
具
す
る

の
み
。

若
し
能
変
の
み
に
て
美
を
生
じ
得
る
も
の
と
せ
ば
、
外
境
に

某
の
物
を
待

つ
こ
と
な
か
る
べ
き
理
な
り
。
芸
術
家
が
美
を
成

す
に
、
或
物
を
仮
り
て
こ
れ
に
作
品
を
固
定
す
べ
き
必
要
な
く
、

ま
た
他
人
が
既
成

の
作
品
に
対
し
て
、
そ
の
作
者
と
同
様
の
美

を
生
ず
る
に
は
、
作
者
と
同

一
の
労

を
取
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

作
者
労
し
て
観
者
逸
す
る
理
な
か
る

べ
し
。

こ
の
故

に
、
美
の
直
接
な
る
源
は
能
変
に
在
れ
ど
も
、
間
接

に
は
所
変

に
原
つ
く
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

B
美
の
現
象

能
変

の
所
変
に
触
る
〉
や
、
官

(根
)
S
e
n
se
S
能
力
に
依

る
。
視
、
聴
、
香
、
味
、
触

の
如
き
も
の
こ
れ
な
り
。
所
変
の

よ
く
官
能

に
上
る
を
現
象

(相
分
)
P
h
en
o
m
en
o
n
と
い
ふ
。

眼
の
現
象
は
、
光
線

と
称
す
る
瀬
気

国
昏
興

の
運
動
な
り
。

こ
の
運
動
は
、
物
の
浅
処

に
あ
り
て
、
初
め
て
よ
く
視
官
を
動
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か
す
。
(中
略
)

耳
の
現
象
は
音
響
と
称
す
る
空
気

の
波
動
な
り
。

一
見
し
て
、
ノ
ー
ト
の
ほ
う
が
よ
り
具
体
的
で
詳
し
く
、
か
つ
ま

た
主
張

が
明
確
で
あ
り
、
『審
美
綱
領
』
の
方
が
淡
々
と
し
た
記
述

に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

煩
わ
し
い
が
、
念
の
た
め
内
容
の
対
応
を
確
認
す
る
と
、
「美

の

詮
義

(概
念
)
C
on
ce
p
tio
n
は
、
能

変

(主
観
)
S
ub
jec
t
と

所

変

○
豆
Φ9

と
を
待
ち
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
な
り
。
尋
常

の

言
説

に
、
某

の
物

は
美
な
り
と
い
ふ
。
こ
〉
に
某

の
物
と
称
せ
ら

る
〉
は
即
ち
所
変
な
り
。」
お
よ
び

「能
変

の
所
変

に
触

る
〉
や
、

官

(根

)
S
en
s
e
6
能
力
に
依

る
。
視
、
聴
、
香
、
味
、
触

の
如
き

も
の
こ
れ
な
り
ゅ
」
が
①
、
②
、
③
に
、
「
よ
く
所
変
の
性
質
を
研
究

す
る
に
、
或
は
幾
個

の
極
微
よ
り
成
り
、
或
は
甚
麼
の
運
動
を
為
す

の
み
。

そ
の
極
微
と
運
動
は
美
な
る
に
あ
ら
ず
。
」
お
よ
び

「
眼
の

現
象
は
、
光
線
と
称
す
る
瀬
気

国
些
o
『
の
運
動
な
り
。
」
が
⑤
、
⑥

に
、
同

じ
く

「眼

の
現
象
は
瀬
気

国
夢
Φ『
と
称

す
る
眼

の
運
動
な

り
」、

「耳
の
現
象
は
音
響
と
称
す
る
空
気

の
波
動
な
り
。」
が
⑦

に
、

「若
し
能
変
の
み
に
て
美
を
生
じ
得
る
も
の
と
せ
ば
、
外
境
に
某

の

物
を
待

つ
こ
と
な
か
る
べ
き
理
な
り
。
」
が
⑨
に
、
「他
人
が
既
成
の

作
品
に
対
し
て
、
そ
の
作
者
と
同
様
の
美
を
生
ず
る
に
は
、
作
者
と

観
者
と
同
様
の
労
を
取
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
作
者
労
し
て
観
者
逸
す

る
理
な
か
る
べ
し
。L

(「逸
す
る
」
は
楽
し

む
。
坂
井
注
)
が
⑩

に
、

「某

の
物
美
な
り
と
い
ふ
は
、
某
の
物
、
或
性
を
具
し
て
、
そ
の
性
、

能
変
を
し
て
美
を
感
ぜ
し
む
る
を
指
す
な

り
。
即
ち
そ
の
物
は
、
能

変
を
し
て
美
を
感
ぜ
し
む
る
約
束
を
具
す

る
の
み
。」
が
⑫
、
⑬
に
、

そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
作
業
か
ら
、
『審
美
綱
領
』
に
見

え
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、

ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

④
、
⑧
、
⑪
、
⑭
、
⑮
、
⑯

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
う
ち
④
、
⑧

は
美

の
所
在
が
主
観

に
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部
分
で
あ
る
。
少
し
考
え
る
と
主
観

に
あ
る
よ

う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
は
ま
ち
が
い
な
の
だ
、
と
強
調
し
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
該
箇
所
が
主
観
と
客
観

に
つ
い
て
の
講
義
で

あ
る
こ
と
と
の
関
わ
り
か
ら
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。し

か
し
、
残
り
の
⑪
、
⑭
、
⑮
、
⑯
を

『審
美
綱
領
』
か
ら
導
き

出
す
の
は
困
難

で
あ
る
。
ま
た
、
⑨
、
⑩

に
し
て
も
、
ノ
ー
ト

『審

美
綱
領
』
に
比

べ
て
は
非
常

に
旦
ハ体
的
だ
。
こ
れ
ら
は
鴎
外
自
身

の

発
想
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

『審
美
論
』
と
の
比
較

『審
美
論
』
は
、

い
わ
ば

『審
美
綱
領

』

の
記
述
を
詳
し
く
し
た

よ
う
な
も
の
な
の
で
、

ノ
ー
ト
と
類
似
し

て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
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が
、
『
審
美
綱
領
』
で
説
明
で
き
な

い
よ
う
な
対
応
箇
所

は
存
在
す

る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
⑩

に
つ
い
て
で
あ
る
。

『審

美
論
』
の

「美
の
所
在
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
術
者
の
作
り
し
術
品
を
諸
人
の
見
て
お
な
じ
や
う
に
美
と
す

る
を
、
其
術
品
の
然
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
諸
人
の
た
ま
く

お

な

じ
美
を
産
む
故
と
せ
む
は
、

い
よ
く

可
笑
し
か
ら
む
。
奈

何

と
い
ふ
に
、
術
者
は
数
月
に
し
て

一
術
品
を
作
り
し
に
、

こ

れ
を
見
に
来
た
る
衆
人
は
其
品
に
対
す
る
瞬
間
に
、
か
の
数
月

を
費
や
し
て
産
み
出
す
に
及
び
た
る
美
に
お
な
じ
き
美
を
産
み

出

す
こ
と
を
得
む
と
せ
む
は
、
殆
真
面
目
に
て
は
言
ひ
が
た
き

程

の
事
な
れ
ば
な
り
。

一
見

し
て
、
『審
美
綱
領
』
の
記
述
よ
り
ノ
ー
ト
に
近

い
こ
と
が

分
か
る
だ
ろ
う
。
特
に

『審
美
綱
領
』
で
は
単
に

「労
」
と
の
み
表

現
さ
れ
て
い
た
作
者
の
苦
労
が

「数
月
を
費
や
し
て
」
な
ど
と
旦
ハ体

化
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
は
端
的
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
部
分
が
美
が

主
観
に

の
み
存
在
す
る
と
し
た
場
合

の
不
都
合

の
例
と
し
て
引

か
れ

て
い
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
⑨
と
の
関
わ
り
も
想
定
で

き
よ
う
。

次

に
⑫
、
⑬

で
あ
る
。
今

の
引
用
の
少
し
後
に
次

の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

術
品
を
産
む
も
の
は
唯
術
者
あ
る
の
み
。
観
者
は
こ
れ
を
産
む

こ
と
な
し
。
実
に
し
て
客
な
る
術
品
は
観
者

の
官
能
を
動
か
し

て
、
観
者
に
覚

の
図
を
受
け
し
む
。

こ
の
図

に
美
し
さ
は
附
き

た
る
な
り
。
術
者
が
空
想
の
図
を
客

に
し
た
る
実
術
品
は
美
な

ら
ず
。
さ
れ
ど
こ
れ
を
観
る
と
き
に
、
術
者
若
く
は
観
者
の
意

識
中
に
起
こ
し
た
る
主
象
は
美
な
り
。

(中
略
)

さ
れ
ば
人

の
美
を
受
く
る
と
き
は
、

お
ぼ
え
の
図
の
美
し
さ
の

因
は
美
な
ら
ざ
る
実
物

に
あ
り
。
さ
れ
ば
術
者
は
自
ら
は
美
な

ら
ず
し
て
、
健
人
の
こ
れ
に
対
し
て
美
な
る
お
ぼ
え
の
図
を
な

す
因
と
な
る
べ
き
実
物
を
作
る
も
の
な
り
。

芸
術
品
を
作
る
の
は
芸
術
家
だ
け
で
あ

っ
て
、
鑑
賞
者
で
は
な
い
。

実
在
的

で
客
観
的
な
芸
術
品
は
、
鑑
賞
者

の
感
覚
を
動
か
し
て
、
鑑

賞
者

に
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
さ
せ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
美
が
備
わ
っ

て
い
る
の
だ
。
芸
術
家
が
空
想

の
イ
メ
ー
ジ
を
客
観
物

に
し
た
芸
術

品

の
実
物
に
は
、
美
は
存
在
し
な
い
。
け
れ
ど
こ
れ
を
観
る
と
き
に
、

芸
術
家
ま
た
は
鑑
賞
者

の
意
識
の
中
に
起

こ
る
主
観
的
な
現
象
で
あ

る
。

(中
略
)
だ
か
ら
、
人
が
美
を
感
じ
る

と
き
、
其

の
美
し

い
イ

メ
ー
ジ

の
原
因
は
、
美

で
は
な
い
実
物
に
存
在
す
る
。
だ
か
ら
、
芸

術
家
は
、
そ
れ
自
体
は
美
で
は
な
く
て
、
健
常
な
人
に
対
し
て
美
し
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い
イ

メ
ー
ジ
を
産
み
出
す
原
因
に
な
る
実
物
を
作
る
も
の
で
あ
る
。

現
代
語

に
訳
す
と
以
上
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
内
容
は
⑫
、

⑬

に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
前
か
ら
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
な
ら
、

⑪
と

の
対
応
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

次

に
⑭
に
つ
い
て
。
以
下
は

「美

の
所
在
」
。

糖
の
実
物
は
甘
か
ら
ず
。
糖

の
実
物
に
は
味
官
を
し
て
甘
し

と
い
ふ
感
を
生
み
て
応
ぜ
し
む
る
性
あ
り
。
さ
れ
ど
人
の
糖
を

買

ふ
や
、
た
と
ひ
其
実
物
の
甘
か
ら
ざ
る
を
知
る
と
雖
も
、
実

に
糖
の
実
物
を
得
む
と
願

へ
り
。
糖

の
実
物
に
似
た
る
粉

に
し

て
、
上
に
い
へ
る
性
を
備
ふ
る
こ
と
糖
の
実
物

の
如
く
完
全
な

ら
ざ
る
も
の
を
得
る
を
嫌

へ
り
。

実
際

の
物
自
体
に
は
、
美
は
存
在
せ
ず
、
実
物
が
契
機
と
な

っ
て

我

々
の
主
観

の
中
に
美
が
生
ま
れ
る
の
だ
、
と
い
う
文
脈
に
続
く
部

分
で
あ

る
。

糖

の
実
物
自
体
は
甘
く
は
な
い
が
、
我
々
に
甘

い
と
い
う
感
覚
を

起

こ
さ

せ
る
働
き
を
持

っ
て
い
る
。
実
物
が
甘
く
な
い
こ
と
を
知

っ

て
は

い
る
が
、
我
々
は
糖
の
実
物
を
得
よ
う
と
す
る
。
糖
に
似
た
、

け
れ
ど
も
糖
そ
の
物
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
甘
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な

い
粉
を
得
る
の
は
嫌
う
も
の
だ
。

⑭

の
部
分
が
こ
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

⑮
と
⑯
に
つ
い
て
。
以
下
は

「美
を
担

ひ
た
る
主
象
」
の

一
節
。

美
は
仮
象

に
あ
り
。
美
は
主
象

に
あ
り
。
美
は
想
な
る
も
の

な
り
。
実
物

に
は
美
は
な
し
。
空
気

若
く
は
瀬
気

の
運
動
に
は

美
な
し
。
唯
其
想
に
し
て
客
な
る
も

の
を
捕

へ
お
か
む
た
め
に
、

彫
刻
に
て
は
金
石
を
用
ゐ
、
絵
画
に

て
は
絹
素
と
い
ふ
実
物
を

用
ゐ
、
音
楽
及
詩
賦
に
て
は
書
標
を
実
物
に
印
す
。
中
に
就

い

て
彫
り
た
る
金
石
と
描
き
た
る
絹
素

と
は
、
こ
れ
を
視
て
直
に

視
官
の
仮
象
を
生
ず

べ
し
と
雖
、
楽

と
詩
と
の
書
標

に
至
り
て

む

む

は
、
僅
か
に
術
品
を
得

べ
き
左
券
に
過
ぎ
ず
。

て
が

た

美
は
仮
象
に
存
在
す
る
。
主
観
的
な
現
象

に
存
在
す
る
。
美
は
観

念
的
な
も
の
で
あ
る
。
実
物
に
は
美
は
な

い
。
空
気
や
エ
ー
テ
ル
の

運
動

に
も
美
は
な
い
。
た
だ
観
念
的
で
客
観
的
な
も
の
を
捕
ら
え
て

お
く
た
め
に
、
彫
刻

で
は
金
や
石
と
い
う
実
物
を
使

い
、
絵
画
で
は

カ
ン
バ
ス
と

い
う
実
物
を
使

い
、
音
楽
や
詩

で
は
記
号
を
実
物
に
記

す
。
こ
れ
ら
の
中

で
も
彫

っ
た
金
や
石
と
描

い
た
カ
ン
バ
ス
は
直
接

仮
象
を
産
み
出
す
が
、
音
楽
と
詩

の
記
号

に
至

っ
て
は
、
僅
か
に
芸

術
作
品
を
得
る
た
め
の

「手
形
」
に
過
ぎ

な
い
。

絵
画
で
は
な
く
、
音
楽
と
詩
に

つ
い
て

の
比
喩
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
ノ
ー
ト
で
も
使
わ
れ
て
い
る

「手
形
」
(原
文

A
n
w
e
isu
n
gq
①
炉

為
替
手
形
、
小
切
手

の
意
味
)
と
い
う
語

も
使
わ
れ
て
い
る
。
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最
後

に
、
④
と
⑧
に
つ
い
て
も
、
『審
美
論
』

の
記
述
を
踏
ま
え

て
い
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な

い
。
次
は

「美

の
所
在
」
の
う
ち
の

「先
天

(官
而
上
)
実
際
主
義
」
の
説
明
。
文
中

「最
早
」
と
あ
る

の
は
、

こ
の
新
し
い
考
え
方
を
取
る
な
ら
ば
、
と
い
っ
た
文
脈
。

主
象
と
し
て
の
美
は
最
早
実
物

の
偏
産
に
も
あ
ら
ず
、
又
観
者

の
偏
産
に
も
あ
ら
ず
。
二
者

の
相
合
し
て
産
み
た
る
も

の
な
り
。

主

は
産
物
の
直
因
な
り
。
若
し
主
に
し
て
其
官
の
動
か
さ
れ
た

る
と
き
、
健
に
応
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
と
き
は
、
実
物
は
何

の

働

き
を
も
な
さ
ず
し
て
止
ま
む
。
実
物
は
介
あ
り
て
の
産
物
の

因

な
り
。
奈
何
と
い
ふ
に
実
物
は
直
に
美
産
む
に
あ
ら
ず
し
て
、

唯

主
の
こ
れ
を
産
む
業
を
誘
ひ
起
す
の
み
な
れ
ば
な
り
。
さ
れ

ど
審
美
上
に
は
実
物
の
か
た
重
要
な
り
。

主
観

的
現
象
と
し
て
の
美
は
、
も
は
や
実
物
だ
け
が
産
み
出
す
も

の
で
も
な
く
、
観
る
人
だ
け
が
産
み
出
す
も
の
で
も
な

い
。
両
者
が

お
互

い
に
産
み
出
す
も
の
な
の
だ
。
主
観
は
美

の
直
接
的
原
因
で
あ

る
。

若
し
、
主
観
が
そ
の
感
覚
を
動
か
さ
れ
た
と
き
、
健
常

に
反
応

で
き
な
か

っ
た
ら
、
実
物
は
何

の
働
き
も
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
実
物
は
媒
介
が
あ

っ
て
の
美
の
原
因
で
あ
る
。
何

故
か
と
い
う
と
、
実
物
は
直
接

に
美
を
産
み
出
す
の
で
は
な
く
、
た

だ
主

観
が
美
を
産
み
出
す
作
用
を
引
き
起
こ
す
だ
け
だ
か
ら
だ
。
け

れ
ど
も
、
美
学

の
上
で
は
、
実
物
の
方
が
重
要
で
あ
る
。

現
代
語
訳
す
る
と
以
上
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
部
分
も

美
学
に
お
い
て
は
主
観
よ
り
も
客
観
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
ノ
ー
ト

と
の
対
応
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
か
ら
、
本
保
義
太
郎
筆
録

「美
学
」
ノ
ー
ト
の
う
ち
、
本
稿

で
考
察
し
た
部
分
は
、
ほ
ぼ

『審
美
綱
領
』
に
対
応
す
る
内
容
を
持

つ
も
の
の
、
『審
美
綱
領
』
よ
り
も
ず

っ
と
詳
細

で
あ
り
、
例
証
や

比
喩
表
現
に
至
る
ま
で
相
当
程
度

『審
美
論
』
と
の
対
応
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た

で
あ
ろ
う
。
同
時
に
本
ノ

ー
ト
の
信
用
性
の
高
さ

・
資
料
と
し
て
の
重
要
さ
も
立
証
さ
れ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
『審
美
論
』
で
使
わ
れ

て
い
る
例
や
比
喩
が
鴎
外

の
口
か
ら
出
た
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。

即
ち
、
鴎
外
は
、
『審
美
綱
領
』
に
沿

い
な
が
ら
も
、
必
要
に
応

じ
て
原
書

の
例
な
ど
を
使
い
な
が
ら
講
義
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。な

お
、
『審
美
学
』
の

「美

の
所
在
」
、

「美
を
担
ひ
た
る
主
象
」

そ
の
も
の
で
は
、
美
の
所
在
は
主
観

に
あ

る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
保
の
ノ
ー
ト
の
書
き
込
み

で
は
、
「美

ハ
客
観

二
存

ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
保
の
誤
解

に
よ
る
書
き
込
み
で

あ
る
可
能
性
も
完
全

に
は
否
定
で
き
な
い
が
、
ノ
ー
ト
の
文
脈
は
辿
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る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
『審
美
学
』
自
体

の
中

で
、
美

は
主
観

の

中

に
存
在
し
て
客
観
物
に
は
存
在
し
な
い
が
、
客
観
物

の
刺
激
に
よ

っ
て
主
観
の
中

に
生
み
出
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
美
学
上
は
客
観
物

が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ノ
ー
ト
の
内
容
も
そ
れ

に
沿

っ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
受
け
た
理
解
だ

と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
鴎
外
は
少
な
く
と
も

「美

ハ
客
観

二
存
ス
」
と
取
れ
る
よ
う
な
授
業
を
行

っ
た
こ
と
に
な
る
。

数

年
前
の
坪
内
逍
遙
と
の
没
理
想
論
争
で
美
は

「想
」
に
あ

っ
て

「実

」
に
は
な
い
と
連
呼
し
た
鴎
外
と
は
、
別
人
の
言
葉
を
聴
い
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
美
術
学
校
に
で
実
際
の
製
作
家

を
目
指
し
て
い
る
学
生
を
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
、
鴎

　ユ

外
の
教
師
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

冒
頭

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
本
講
義
ノ
ー
ト
は
発
見
か
ら
二
十
年

近
く
を
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
に
復
刻
さ
れ
て

い
な

い
。
資
料
的
な
価
値
か
ら
し
て
も
早
期

の
復
刻
を
望
む
。

注(1
)

東
京
藝
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編

『東
京
藝
術
大
学
百
年
史
』

(ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
七
年
)。
執
筆
担
当
者
に
村
田
哲
朗
氏
、
吉
田

千
鶴
子
氏
の
名
前
が
あ
る
。

(2
)

吉
田
千
鶴
子

「森
鴎
外
の
西
洋
美
術
史
講
義
ー
本
保
義
太
郎
筆
記
ノ

ー
ト
ー
」
(『五
浦
論
叢
』
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
)

(3
)

目
野
由
希

『明
治
三
十
一
年
か
ら
始
ま
る

『鴎
外
史
伝
』』
(渓
水
社
、

二
〇
〇
三
年
)
第

二
章

「鴎
外

「
史
伝
」

に
お
け
る
ジ

ャ
ン
ル
と
様
式

1

「史
伝
」
と

い
う
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ
ー
L
、
第
三
章

「夢

の
近
世
美
術

資
料
館
」
、
第

四
章

「
明
治
三
十

一
年
の
鴎
外
と
美
学
」
。
こ

の
う

ち
、

第

二
章
は
、
初
出

『
日
本
文
学
』

一
九
九

八
年

一
二
月
。
第
三
章

は
、

初
出

『稿
本
近
代
文
学
』

二
十
三
号
、

一
九
九
八
年
十

二
月
。

(4
)

注

1
に
次

の
よ
う

に
あ
る
。
「美
学

ノ
ー
ト
の
内
容
は
明
治
三
十

二

年
春
陽
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
森
鴎
外
、
大
村
西
崖
共
編

『審
美
綱
領
』

E
d
u
a
rd
v
o
n
H
a
rtm
a
n
n
,
P
h
ilo
s
o
p
h
ie
d
e
s
S
ch
o
e
n
e
n
S
大
綱

を
編
述
し
た
も

の
」
と
全
体
的

に
符
合
す

る
。
順
序
も
初
め
の
部
分
を

除

い
て
は
ほ
ぼ
同

一
で
あ

る
。
L

(5
)

こ
の
部
分
は
、
文
脈

が
乱

れ
て
い
る
。
「
種
々

二
区
分
」
は
直
接

的

に
は
分
子

・
原
子

の
配
列

の
具
合

を
指
す
が
、
そ
れ
ら

の
伝

わ
り
方
に
、

空
気
を
媒
介
と
す
る
音
、

エ
ー
テ
ル
を
媒
介
と
す
る
光
線
、

の
二
種
が

あ
り
、
そ
の
結
果
、
視
覚

に
よ

っ
て
感
じ
る
美
と
聴
覚

に
よ

っ
て
感
じ

る
美
と
が
あ

る
、
と

い
っ
た
文
脈
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

(6
)

こ
の
部
分
も
、
や
や
解
釈
し
づ
ら
い
。
こ
こ
で
は

「我

ヲ
シ
テ
」
の

直
後
に

「美
を
」
を
補

っ
て
解
釈

し
た
。

(
7
)

こ
の
部
分
も
解
釈

し
づ
ら

い
が
、
「
客
観
ヲ

シ
テ
」
を

「感
得

セ
シ

ム
ル
」
に
掛

け
る
と
意
味
不
通

に
な

る
の
で
、
「
具
セ
シ
ム

ル
」
掛

け

て
解

釈
し
た
。

(
8
)

「
鴎
外

の
サ
ー
ビ
ス
精
神
」

(『佛
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
九
十

一
号
、

二
〇
〇
七
年
三
月
発
表
予
定
)

[付
記
]
本
稿
は
、
佛
教
大
学
平
成
十

八
年
度
特
別
研
究
助
成

(個
人
特
定

研
究
)

に
よ
る
成
果

の

一
部

で
あ
る
。
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